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かんの雅一事務所
TEL：090-1895-1488　FAX：0798-40-9530

www.kannomasakazu.com
かんの雅一 検索

本名：菅野雅一（かんの・まさかず）
昭和33年（1958年）、神戸市生まれ。上
智大学文学部新聞学科卒業。昭和60年
に産経新聞社に入社。平成27年1月に
退社し、同年4月の市議選に初当選。31
年4月の市議選で再選。保守系で政党無
所属。「会派・ぜんしん」メンバー。南甲子
園自治会副会長。NPO法人海浜の自然
環境を守る会副理事長。社会福祉法人
真砂ちどり保育園理事長。防災士。

●詳しい政策はホームページへ

《MAIL》 info@kannomasakazu.com

次号は令和3年11月の発行予定です

市が今年10月から70歳以上の市民を対象に実施する高齢者の健
康増進や介護予防、健康寿命の延伸を目的とした事業です。活動量
計かスマートフォンのアプリを使用して計測した歩数や各種イベン
トへの参加などに応じてポイントが付与され、貯めたポイントは商品
券などに交換できます。定員は活動量計コースが8千人、アプリコー
スが2千人です。

西宮市健康ポイント事業とは何？言葉の解説

〒663-8153 西宮市南甲子園3丁目4-51-101

西宮市政報告「かんの新聞」は年間4回、発行し、南甲子園地区（市
立南甲子園小学校の校区など）と周辺地域を中心に各戸配布し、西宮市内に配

達する産経新聞朝刊に折り込みとして入れます。それ以外の方、ビラ配布禁止の集
合住宅にお住まいの方、確実に入手したい方には定期的に送付します。下記●印の
必要事項を記載いただき、お申し込みください。市政へのご意見、ご要望や「かんの新
聞」のご感想もお書きいただければ、うれしいです。「かんの新聞」のバックナンバーを
ご希望の方もご連絡ください。

メール・FAXでのお申し込みは
本紙最下段に記載の宛先まで

●「定期送付希望」●郵便番号●ご住所●お名前●ご連絡先電話番号●メールアドレス

〒663-8153西宮市南甲子園3丁目4-51-101
かんの雅一宛はがき宛先

新型コロナウイルスの感染拡大が私たちの暮らし
を直撃しています。感染への不安や体調、仕事、
経済的な問題、家庭の問題をはじめ、色々な事情で
つらい思いをされている方が多いと思います。
悩みを抱え込まないでください。いつでもいいので
私に電話してください。一緒に考えましょう。
私の連絡先はこのページの下に記載しています。
メールやFAXでも結構です。

いつでも電話を!

第25号

か
ん
の
新
聞
年4回発行

西宮市政報告

西宮市健康ポイント事業運営事務局
0120-539-149問い合わせ先

まさかずかんの雅一

　

私
は
６
月
、市
の
諮
問
機
関
で
あ
る
環
境
影
響
評
価
専

門
委
員
会
の
武
田
義
明
会
長（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）に

令
和
３
年
度
に
新
規
事
業
化
さ
れ
た
名
神
湾
岸
連
絡
線

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。武
田
会
長
は
連

絡
線
の
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て「
不
安
が
あ
る
」と
指
摘

し
、事
業
者
が
工
事
中
や
供
用
後
に
実
施
す
る
事
後
監
視

調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
市
も
検
証
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。＝
２
面
に
関
連
記
事

　

専
門
委
員
会
は
市
か
ら
連
絡
線
の
環
境
影

響
評
価
準
備
書
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
諮
問

さ
れ
、令
和
２
年
10
月
、市
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
答
申
で
は「
最
低
限
の
環
境
基
準
等
を

満
た
す
と
い
う
視
点
で
し
か
対
策
が
示
さ

れ
て
い
な
い
」と
し
て
国
に
環
境
保
全
の

対
策
強
化
を
求
め
ま
し
た
。市
は
答
申
内

容
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
意
見
書
を
兵
庫

県
に
提
出
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、武
田
会
長
は

連
絡
線
が
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

「
不
安
が
あ
る
。騒
音
や
振
動
、低
周
波

音
、景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
。事
業
で
一

番
問
題
に
な
る
の
は
供
用
後
の
騒
音
と

振
動
だ
。周
辺
の
住
民
生
活
に
影
響
す
る

の
で
は
」と
懸
念
を
表
明
し
ま
し
た
。

武
田
会
長
は
環
境
影
響
評
価
書
で

示
さ
れ
た
計
画
交
通
量
１
日
当
た
り

１
万
９
５
０
０
台
に
つ
い
て「
算
定
根
拠

が
わ
か
ら
な
い
。国
は『
連
絡
線
の
整
備
で

周
辺
の
道
路
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
』と

言
っ
て
い
る
が
、本
当
か
ど
う
か
の
デ
ー

タ
の
提
示
も
な
い
。事
業
の
必
要
性
の
根

幹
の
部
分
が
あ
い
ま
い
だ
。住
民
に
納
得

し
て
も
ら
う
努
力
も
欠
け
て
い
る
」と
述

べ
、国
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

武
田
会
長
は「
環
境
影
響
評
価
は
あ
く

ま
で
予
測
な
の
で
、そ
の
通
り
に
な
る
と

は
限
ら
な
い
」と
述
べ
、環
境
影
響
評
価

書
に
記
載
さ
れ
た
事
後
監
視
調
査
の
重

要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。評
価
書
で
は
大

気
汚
染
や
騒
音
、低
周
波
音
な
ど
に
つ
い

て
工
事
中
や
供
用
後
に
行
う
事
後
監
視

調
査
の
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

武
田
会
長
は
事
後
監
視
調
査
の
デ
ー
タ

に
つ
い
て「
県
が
検
証
す
る
が
、市
も
専
門

家
の
意
見
を
聞
い
て
独
自
に
検
証
す
べ
き

だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

 

か
ん
の
が
教
育
こ
ど
も
常
任
委
員
長
に

市
議
会
は
６
月
定
例
会
で
草
加
智
清
議

員（
会
派・ぜ
ん
し
ん
）を
議
長
に
、川
村
よ

し
と
議
員（
政
新
会
）を
副
議
長
に
選
び
ま

し
た
。任
期
は
慣
例
に
よ
り
１
年
間
。

私
は
教
育
こ
ど
も
常
任
委
員
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。引
き
続
き
、議
会
運
営

委
員
も
務
め
ま
す
。「
会
派
・
ぜ
ん
し
ん
」

幹
事
長
は
私
か
ら
澁
谷
祐
介
議
員
に
交

代
し
ま
し
た
。

環境への影響に「不安」　名神湾岸連絡線
環
境
影
響
評
価
専
門
委
の
武
田
会
長
が
表
明

「
市
も
事
後
監
視
調
査
の
デ
ー
タ
検
証
を
」

■「もやすごみ」（左）と「その他プラ」の指定袋のデザイン。

西宮市議会議員

指
定
袋
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
定

■
西
宮
市
役
所
前
で
の
か
ん
の
＝
六
湛
寺
町

市
は
５
月
、令
和
４
年
４
月
に
導

入
す
る
ご
み
出
し
用
の
指
定
袋
の
デ

ザ
イ
ン
を
決
め
ま
し
た
。生
活
系
の

「
も
や
す
ご
み
」用
は
白
色
の
半
透
明

の
袋
の
表
に
ピ
ン
ク
色
で
本
市
の
市

花
で
あ
る
サ
ク
ラ
を
表
現
。生
活
系

の「
そ
の
他
プ
ラ
」（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
）用
は
透
明
の
袋
の
表
に

青
色
で
西
宮
の
海
を
表
現
し
、ヨ
ッ
ト

や
今
津
灯
台
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

市
は
４
月
か
ら
約
１
か
月
、市
民

や
市
内
在
勤
者
を
対
象
に
令
和
４
年

４
月
導
入
の
生
活
系
指
定
袋
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
。応
募
が
あ
っ
た
１
４
５

作
品
か
ら
選
び
ま
し
た
。

指
定
袋
制
度
は
市
民
が
ご

み
出
し
を
す
る
際
、市
が
規
格

や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
定
め
た
袋

の
使
用
を
義
務
づ
け
る
も
の
で

す
。ご
み
の
減
量
化
や
分
別
排

出
の
徹
底
、収
集
作
業
時
の
安

全
確
保
な
ど
が
目
的
。事
業
系

の
可
燃
ご
み
用
に
つ
い
て
も
同

じ
令
和
４
年
４
月
か
ら
、生
活

系
の
缶・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
、そ

の
他
不
燃
ご
み
用
は
８
年
度

か
ら
始
め
ま
す
。

袋
メ
ー
カ
ー
が
市
の
指
定
に

従
っ
て
製
造
し
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
小
売
店
で
販
売
し

ま
す
。今
年
12
月
か
ら
来
年
１

月
ご
ろ
に
店
頭
に
並
ぶ
見
通

し
。価
格
に
ご
み
処
理
手
数
料

の
上
乗
せ
は
し
ま
せ
ん
。

今
回
の
生
活
系
指
定
袋
の

サ
イ
ズ
は
平
袋
が
45
リ
ッ
ト

ル（
大
）と
30
リ
ッ
ト
ル（
中
）、

15
リ
ッ
ト
ル（
小
）の
３
種
類
。

レ
ジ
袋
タ
イ
プ
の
取
っ
手
付
き

袋
も
導
入
し
、こ
れ
は
30
リ
ッ

ト
ル（
中
）、15
リ
ッ
ト
ル

（
小
）、５
リ
ッ
ト
ル（
極
小
）の

３
種
類
で
す
。

サクラやヨット、今津灯台を表現 ごみの減量化などが目的

■
か
ん
の
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
武
田
義
明
会
長
＝
六
湛
寺
町

令
和
４
年
４
月
か
ら　
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■にしきた接種会場＝深津町

変更を重ねるワクチン接種体制
市は開始時の混乱を反省／供給不足で目標を下方修正

かんの
コラム

25

市
は
５
月
、４
月
１
日
時
点
の
保

育
所
等
待
機
児
童
数
が
１
８
２
人

で
昨
年
に
比
べ
１
６
３
人
減
少
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。希
望
す
る
保
育

所
に
入
れ
な
か
っ
た
利
用
保
留
児

童
数
は
昨
年
に
比
べ
98
人
増
え

て
１
０
３
４
人
に
達
し
ま
し
た
。

年
齢
別
の
待
機
児
童
数
は
１
歳

が
昨
年
か
ら
30
人
減
っ
て
１
２
８

人
、２
歳
が
31
人
減
っ
て
54
人
。３

歳
の
待
機
児
童
数
は
昨
年
、１
０
２

人
で
し
た
が
、今
年
は
解
消
さ
れ
、

０
歳
と
４
歳
、５
歳
の
待
機
児
童
は

昨
年
同
様
、い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年

の
保
育
所
の
入
所
申
込
者
数
は
昨

年
か
ら
３
１
７
人
増
え
て
３
２
７
１

人
と
初
め
て
３
千
人
台
に
達
し
ま

し
た
。市
は
今
後
も
保
育
需
要
が
高

ま
り
、申
込
者
数
が
増
え
る
と
み
て

い
ま
す
。

市
は
令
和
３
年
度
に
３
園
の
保

育
所
な
ど
の
新
設
と
国
家
戦
略
特

区
制
度
を
活
用
し
た
小
規
模
保
育

事
業
の
開
設
に
よ
り
約
４
０
０
人

分
の
受
け
入
れ
枠
を
拡
大
し
ま
し

た
。４
年
度
に
は
８
園
の
保
育
所
な

ど
の
新
設
で
、約
６
０
０
人
分
の
受

け
入
れ
枠
を
新
た
に
確
保
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

市の新型コロナウイルスのワクチン接種体制は、５
月の開始時に市の想定以上の予約申し込みが殺到し
たことや、その後のワクチンの供給不足などで変更を
重ねています。市は開始時に市民や医療機関の混乱
を招いたことを反省し、国や兵庫県と連携しながら、
できる限り早く希望者全員の接種を完了させたいと
しています。
市は当初、接種体制について日々の診察で個人の
体調を知っている地域の医療機関での個別接種を中
心に据えたうえで、市立中央病院など５か所で集団
接種を行うことにしました。
市は５月１０日発行の市政ニュースで６５歳以上
の高齢者を対象としたワクチン接種体制を発表し、集
団接種会場や個別接種を実施する医療機関の一覧
表などを掲載しました。集団接種のためのコールセン
ターには３０人の人員を配置しました。
予約開始の５月１２日から、電話がコールセンター
や医療機関に殺到しました。医療機関では通常の診
察に支障が出る事態が発生。ネット予約は開始後わ
ずか８分間で供給枠が埋まりました。
市には「電話を何回かけても通じない」「医療機関
から『かかりつけの患者しか受け付けない』と断られ
た」「他市より接種体制が見劣りする」などの市民の
苦情が殺到しました。
市は５月２５日発行の市政ニュースで「集団接種お

よび個別接種における本市の体制や広報に不十分な

点があり、市民の皆様や医療機関の方々にご迷惑を
おかけしましたこと、心よりお詫び申し上げます」との
石井登志郎市長名のコメントを掲載しました。そのう
えで、集団接種会場を拡充し、コールセンターの人員
も５０人に増やしました。
その後、国の９月末までのワクチン供給量が市の要
望より３０万回分少ない約５０万回分になることが判
明。市は７月、市立浜甲子園体育館などの集団接種
会場を前倒しで終了する方針を発表しました。８月か
らは７月末に開設した「にしきた接種会場」（深津町）
などで集団接種を実施しています。
市は接種率目標について１０月末までに希望者の

８０％以上としていましたが、１１月末までに約７０％
と下方修正しました。市は供給が見込まれる約５０万
回分のうち４０万回分を医療機関などでの個別接種
に振り分ける方針。

名
神
湾
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至
神
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阪

至
神
戸

至
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阪

湾岸線神戸方面と接続
湾岸線大阪方面と接続

神戸線大阪方面と接続

西宮浜に出入り口設置

名神高速と接続

既存の接続

―
国
は
名
神
湾
岸
連
絡
線
に
つ
い
て
令

和
３
年
度
予
算
に
１
億
円
の
事
業
費
を

計
上
し
て
新
規
事
業
化
し
ま
し
た
。今
後

３
年
程
度
か
け
て
調
査
・
測
量
・
設
計
を

行
う
予
定
で
す
。こ
の
事
業
に
不
安
な
点

は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
不
安
が
あ
る
。騒
音
や
振
動
、低
周
波

音
、景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
。事
業
で
一

番
問
題
に
な
る
の
は
供
用
後
の
騒
音
と
振

動
だ
。騒
音
に
つ
い
て
は
集
合
住
宅
の
上

層
階
へ
の
影
響
が
心
配
だ
。音
は
上
へ
と
逃

げ
て
い
く
の
で
、そ
こ
を
う
ま
く
抑
え
ら
れ

れ
ば
い
い
の
だ
が
…
。大
型
車
の
通
行
に
よ

る
振
動
も
気
に
な
る
。そ
れ
に
付
随
し
て

出
て
く
る
低
周
波
音
も
心
配
だ
」

P
M
2.5
へ
の
対
応
を

―
連
絡
線
の
環
境
影
響
評
価
書
に
つ
い
て

の
お
考
え
は
。

　
「
計
画
交
通
量
の
算
定
根
拠
が
わ
か
ら

な
い
。国
は『
連
絡
線
の
整
備
で
周
辺
の

道
路
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
』と
言
っ
て

い
る
が
、本
当
か
ど
う
か
の
デ
ー
タ
の
提

示
も
な
い
。事
業
の
必
要
性
の
根
幹
の
部

分
が
あ
い
ま
い
だ
」

　
「
評
価
書
で
は
、微
小
粒
子
状
物
質『
Ｐ

Ｍ
2.5
』に
つ
い
て『
予
測
方
法
等
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
』と
し
て
言
及
を
避
け
て
い

る
。こ
れ
は
健
康
被
害
、特
に
が
ん
の
リ
ス

ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
き
な
問
題
な
の

で
、突
っ
込
ん
で
書
い
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。今
は
予
測
方
法
が
な
い
に

し
て
も
、確
立
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

だ
か
ら
、『
確
立
さ
れ
れ
ば
、予
測
す
る
』

と
の
方
針
を
示
す
べ
き
だ
」

住
民
が
納
得
す
る
形
で
進
め
よ

―
国
や
こ
れ
か
ら
決
定
さ
れ
る
事
業
者

へ
の
要
望
は
。

　
「
住
民
が
納
得
す
る
形
で
進
め
て
ほ
し

い
。こ
の
地
域
は
今
で
も
国
道
43
号
と
阪

神
高
速
３
号
神
戸
線
が
通
っ
て
お
り
、良

い
環
境
で
は
な
い
。こ
れ
以
上
、環
境
が
悪

化
す
る
と
、住
民
に
と
っ
て
し
ん
ど
い
」

　
「
環
境
影
響
評
価
は
あ
く
ま
で
予
測
な

の
で
、そ
の
通
り
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

不
測
の
事
態
や
予
測
を
大
き
く
上
回
る
事

態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。評
価
書

で
は
、通
行
車
両
の
速
度
を
時
速
60
キ
ロ

で
計
算
し
て
お
り
、そ
れ
を
上
回
る
速
度

で
走
っ
た
場
合
の
騒
音
や
振
動
な
ど
の
影

響
が
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。特
に
、橋
げ
た

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
は

ガ
タ
ン
ガ
タ
ン
と
大
き

な
音
が
す
る
。国
は『
規

制
速
度
が
決
ま
っ
て
い

る
か
ら
』『
規
制
速
度
を

守
ら
せ
ま
す
』な
ど
と
言

っ
て
い
る
だ
け
だ
」

異
常
時
に
は
地
元
に
す
ぐ
連
絡
を

―
評
価
書
で
は
、大
気
汚
染
や
騒
音
、低

周
波
音
な
ど
に
つ
い
て
工
事
中
や
供
用
後

に
行
う
事
後
監
視
調
査
の
計
画
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
工
事
中
と
供
用
後
の
環
境
へ
の
影
響
を

し
っ
か
り
監
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。事

業
者
が
そ
の
デ
ー
タ
を
県
に
報
告
す
る
こ

と
に
な
る
が
、市
で
も
検
証
し
て
県
に
意
見

を
言
え
る
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
と
思
う
」

―
市
の
ど
こ
で
事
後
監
視
調
査
の
デ
ー
タ

を
検
証
す
る
の
で
す
か
。

　
「
環
境
影
響
評
価
専
門
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
の
よ
う
な
専
門
家
な
ら
で
き
る
。た

だ
、デ
ー
タ
を
検
証
し
た
う
え
で
、県
に
意

見
を
提
出
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。事
業
者
は
県
に
毎
年
１
回
、事
後

監
視
調
査
結
果
報
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
る
が
、異
常
が
あ
っ
た
時
は
す
ぐ

地
元
に
知
ら
せ
て
、対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
だ
。国
と
事
業
者
、県
の
間
だ

け
の
や
り
と
り
で
終
わ
せ
て
は
い
け
な
い
」

専
門
家
の
積
極
活
用
を

―
事
業
者
が
今
後
、事
業
の
各
段
階
で
市

民
に
対
す
る
説
明
会
を
開
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、専
門
知
識
の
な
い
市
民

に
は
説
明
内
容
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。市
は
事
業
者
の
説
明
を
専
門
的

な
知
見
に
よ
っ
て
検
証
し
て
公
表
す
る
仕

組
み
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

■
名
神
湾
岸
連
絡
線

　
名
神
高
速
道
路
と
阪
神
高
速
５
号
湾
岸

線
を
つ
な
ぐ
た
め
に
計
画
さ
れ
て
い
る
延

長
約
2.7
キ
ロ
の
自
動
車
専
用
道
路
。片
側

１
車
線
の
計
２
車
線
道
路
で
、名
神
高
速
、

阪
神
高
速
３
号
神
戸
線
の
大
阪
方
面
、湾

岸
線
の
大
阪
、神
戸
の
両
方
面
の
４
か
所
で

接
続
し
、西
宮
浜
に
出
入
り
口
を
設
置
し

ま
す
。全
体
事
業
費
は
約
１
０
５
０
億
円
。

■
環
境
影
響
評
価
専
門
委
員
会

　
市
の
諮
問
機
関
で
、国
又
は
兵
庫
県
が

定
め
る
環
境
影
響
評
価
制
度
に
基
づ
き
、

県
知
事
か
ら
市
長
に
意
見
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
、公
害
の
防
止
及
び
自
然
環
境

の
保
全
に
関
し
、専
門
的
及
び
技
術
的
な

事
項
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。学
識
経
験

者
10
人
で
構
成
し
ま
す
。

待機児童は１８２人 ー３歳は解消ー 申込者数が３千人台に

■
武
田
義
明
会
長（
左
）と
か
ん
の
＝
西
宮
市
議
会
応
接
室

■名神湾岸連絡線の接続のイメージ図

　
「
説
明
会
に
は
市
の
職
員
も
出
席
し
て

疑
問
点
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。市
の

職
員
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、専
門
家
に
聞

い
て
ほ
し
い
。私
た
ち
は
積
極
的
に
対
応

す
る
姿
勢
を
も
っ
て
い
る
」

武
田
義
明
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

事
業
の
必
要
性
を
示
す
デ
ー
タ
を
／
新
規
事
業
化
の
名
神
湾
岸
連
絡
線

主
な
一
問
一
答


